
























































3－5 Guiljelmus et Johannes B1aeu：‘CHlNA Veteribus SlNARVM REGlO







    ．最
凶・“1。｝｝寺
’ 。。  ・1能、・」
忽  』螂
嫡
1章妾  ・・■ ．I二．  ．。二．，，，

























































          一2一
正誤表
誤 正
P．1 8行目 国立歴史博物館 国立歴史民俗博物館












































































  ！  一一一 ^  一寸’一









































































































































ミー D．   ・…竈
一州舳・@・〆第一塗 …、 ・・          …・§一   圏全国葛訂新
             鰯         ・             i 、一
          鐵、！1・・燃’         。、漸・、鰹パ書，ぎ
      驚      昂．蝉
繁鋒繕縦    ．、’一一繧 劣．・ ．1L
携黛、一登一’’凶舳




 ・．    申．．」
   い 」〃一・・、・、、   争・



























甫   ’1…L
            定




























































v蝋L 懲，  5互町正皿丁旦加、由 ・捺一1∴＝；’」“」’’． f一
1岬一q㎜」・、二：・．’膿・．1    ≒      ‘ 一一 ．．・．亜」」≡’’
■
≒．’ 鼈鼈 rL．・．’一・一’ OO’? A肥? ωr；MI・κ?_?
＝・」・。．j一・。．■?





      工■oω∫?’’一?      ㌔、?”＾阯． 一’?鵠? 前山㎜1?撒嚢蝕噌馨1・㌧’・一難、午象…り」携繰
ﾖ嚢錘         準｝  ”         、一z伽・㍗      汽 ㎜趾一?
㎜血■π．一冊一 。㎞?
胞・?
 ’“1一一     自鷲 い  一  一H、?
内紬“1士㌔? ≡敏一話E?B・’??? 劉?止 1?
｝・・I?
?
??＾町ム?        山‘．
A地一’㍑’・一一．・二、・L・・
XI一協ﾆ芦…   仁?
  」? ．I一．?
■融㌔．?
 灼∫o廿加帆  』＾岬．
p伽・．?  。?         韓上’?。?㎜f■囁ｵ㎜㎞o．?簿欝? ！坦ｧI■1町．一?? ?  ＾一 ・?一・舳U」? ? ‘、弊淋γ ㎜? 〃＾。  牛。」’。? 外㌔也・ 。・一㍗．一?一 @・。． ’。・・’，1」、一 一一；」?
            ’                                     一   一一? 一一  ’I．? 』 ’?
60‘3u4・善二・1≡： 1











































































            ．縄’・  1





  ．蟻  二つj
3－9 ’CARTE DES lSLES KOURlLES dapr6s1a Carte Russe’（1779）
 銅版。28×40cm。
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㎏3－11 ラ・ペルーズ付図No．43．53×42cm。フィリピンより日本に向かう航海の軌跡が示されている。
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        こんよ4－2 稲垣子音文「坤輿全図」享和2年（1802）
 木版・手彩色。57×118cm。
本図は、長久保赤水「地球万国山海輿地全図説」より後に作製されたものでありながら、その内容は
                                         こ んよより古い要素をとどめている。作者稲垣子識は橘南雲谷に天文・地理などを学び、享和2年に『坤輿全
                      こ んよ図説』を著した。その内容は、マテオ・リッチの「坤輿万国全図」の地誌的記載を日本文に改めたも
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                       なんせんぶし曲う 仏教系世界図とは、仏教で人間の居住世界とされる南暗部洲を、基本的に北広南狭の形で描いたも
のである。『大唐西域記」の記載を地図化した法隆寺蔵の「五天竺図」（重懐書写。貞治3年（1364））
                                    なんせんぶし距うが現存最古の仏教系世界図である。玄装三蔵の旅行ルートが朱線で示されており、雨晴部洲の中心よ
            あのくたっちりやや北に描かれた渦巻は、阿褥達池（無熱池）を水源とする四大河が四方に流出する様子を描いた
ものである。近世になって、西洋的な世界像が将来されると、それを包摂しつつも、日本・唐・天竺
                                   ほうたん    なんせんぶし他うからなる伝統的三国世界観・仏教的世界観と調和させようとする動きが現れた。鳳潭の「南暗部洲万
国事菓之図」はその代表例である。
一43一
           しゅみせん5－1 東大寺犬仏蓮弁須弥山図拓本
 拓本。47×48cm。
 仏教美術の遺品のなかには、5世紀にインドで成立し、玄装によって漢訳された『倶舎論』が述べ




                なんせんぶし曲うちの暗部洲が人の住む世界であり、南暗部洲とも呼ばれた。東大寺の大仏の蓬弁には、簡略ながらま
                  なんせんぶしゅうさにこのような世界像が描かれており、南暗部洲は下部の台形に相当する。【2－74】
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    なんせんぶしゅう5－4 「南暗部洲之図」（c．1698）
 手書・筆彩。161×192cm。
 本図は、当室賀コレクションのなかで最もよく知られた図の一つであり、近世の仏僧による数少な
       なんせんぶし由うい大型の手書き南暗部洲図である。類似の回としては、神戸市立博物館蔵の南波松太郎1日蔵図が著名
であり、ともにカブラ型もしくはうちわ型ともいうべき形状を示している。これは『倶舎論」がいう





        しゅみせん天竺図の写本や、須弥山を中心とする4大陸を描いた地球儀などを残している。 【2－77】
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          なんせんぶしゅう5－5 浪華子「南暗部洲万国事菓之図」宝永7年（1710）
 木版。145×117cm。
          なんせんぶし距う 本図は、板付の南鱈部洲図としては最初の、かつ最も詳細な回として広く流布し、多くの通俗版・
                               なんせんぷしゆう簡略版が本図を基にして後に刊行された。カブラ型の南暗部洲図に比べ、左右の対称性はやや失われ、
図の周辺には中国やインド以外の様々な地域が描かれている。とりわけ北東部には、ヨーロッパが群
                                                           なん島状に描かれ、日本の北部や南部にも島がみられる。玄装の足跡は明示されず、単に世界図として南



































        なんえん。三｛だい5－8 花坊兵蔵「南閻浮提諸国集覧之図」延享元年（1744）
 木版・色刷。52×71cm。






































                 こんいっきょうりを小さく記入しているだけであるが、「混一張理歴代国都之図」（龍谷大学蔵）では行基図系の日本の
形状が描かれている。同図は李朝太宗2年（1402）に李蒼が、元の李沢民による「声願広被図」と元末



































































































 1－1－3 The Buddhist world map in Japan and its contraot with

























1－3－10 日本地理学史稿 第1草稿 1冊（全3冊のうち）













 3－1 L－Fries：’Tabvla Svperioris Indi鴉e et Tartari鴉Majoris’
  （1541）
3－2 Giacomo di Gasta1di＝‘IL DISEGNO DELLA TERZA
 PARTE DELL’ASIA’（1561）
3－3 A．Ortelius＝‘TARTARIAE S1VE MAGNI CHAMI REGNI
 ゆ・s’（1570）
3－4 L．Teisera：’IAPONIAE INSVLAE DESCRIPTIO’（1595）
3－5 Gui］jelmus et Johannes Blaeu：℃HINA Veteribus
 SINARVM REGIO nunc Inco1is TAME’
3－6 P．Briet＝’ROYAUME DU IAPON’（c．1650）
3－7 I．C．Hommami：‘R㏄entissima ASIAE Delineatio’
3－8 ‘PARTIE ORIENTALE de1’Empire DE RUSSE’ （1771）
3－9 ℃ARTE DES ISLES－KOURILES dapr6s la Carte RusseI
 （1779）










































 6－3 r大明九辺万国人跡路程全図」 元禄末期（o．1703）
一59一
あとがき
 本図録は平成10年度京都大学附属図書館秋季展示会「日本の西方・日本の北方 一方地図が示す世
界認識一 京都大学附属図書館所蔵室賀コレクション古地図展」の出陳図録として編集したものであ
る。解説文の執筆は京都大学大学院文学研究科地理学教室の金田章裕教授ならびに同教室大学院生の
米家泰作氏にお願いした。また「1－3室賀コレクション」の解説では京都大学総合人問学部の松田清
教授の手を煩わした。ここに記して謝意を表するものである。
 なお、編集とレイアウトは附属図書館の田中耕二が担当した。
【記念講演】
  〉演
  レ講
  〉日
  レ会
題：洋学からみた室賀コレクション
師：松田 清氏（総合人間学部教授）
時：1998年11月6日（金） 午後2時～4時
場：京都大学附属図書館大会議室（4階）
日本の西方・日本の北方 一方地図が示す世界認識一
京都大学附属図書館所蔵室賀コレクション古地図展
1998年10月31日
 編集・発行
印 刷
京都大学附属図書館
〒606－8501京都市左京区吉田本町
大森印刷
〒612－8006京都市伏見区桃山町大島27－5
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